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コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
初
の
開
催 

  

令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）
、
『
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
』
に
て
、
本
田
消
防

団
始
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
初
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
の
始
式
は
、
昨
年
よ
り
規
模
を
拡

大
。
約
１
５
０
名
の
団
員
と
署
員
の
ほ
か
、

多
く
の
ご
来
賓
の
出
席
の
も
と
、
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 
地
域
の
み
な
さ
ま
の
安
全
の
た
め
、
コ

ロ
ナ
禍
に
は
団
員
ら
も
人
と
人
と
の
接
触

を
極
力
減
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
つ
つ
あ
っ
た
令
和
５
年
中
に
は

徐
々
に
活
動
を
活
性
化
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
団
員
同

士
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。 

 

今
後
と
も
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
頼
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
精
進
い
た
し

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ず
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
団
本
部
） 

令
和
６
年 

本
田
消
防
団
始
式
開
催 

 
 子

ど
も
た
ち
に
憧
れ
ら
れ
る 

か
っ
こ
い
い
マ
マ
で
い
た
い 

  

私
が
消
防
団
へ
の
入
団
を
希
望

し
た
理
由
は
、
勤
務
先
の
社
長
が

消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

姿
に
感
銘
を
受
け
た
た
め
で
す
。 

 

あ
る
と
き
、
勤
務
時
間
帯
に
近

所
で
火
事
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
す
る
と
、
社
長
は
す

ぐ
さ
ま
防
火
服
に
着
替
え
て
現
場

へ
駆
け
つ
け
た
の
で
す
が
、
そ
の

姿
が
私
の
目
に
と
て
も
か
っ
こ
よ

く
映
っ
た
の
で
す
。 

 

直
感
的
に
、
「
私
も
消
防
団
員

と
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
の
役
に

立
ち
た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
が
社
長
に
対
し
て
感
じ
た
気

持
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
「
マ
マ
か
っ
こ
い

い
！
」
と
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱
い

て
も
ら
え
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ

ず
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

（
第
14
分
団
団
員 

池
田 

晴
美
） 

危
機
管
理
の
重
要
性
を 

実
感
し
た
年
明
け 

  

令
和
６
年
は
元
日
の
能
登
半

島
地
震
、
そ
し
て
翌
日
の
羽
田

空
港
で
の
航
空
機
衝
突
と
い
う

大
き
な
事
故
と
と
も
に
幕
を
開

け
ま
し
た
。  

 

改
め
て
、
震
災
や
事
故
は
突

然
起
こ
り
得
る
と
い
う
こ
と
と
、

危
機
管
理
の
重
要
性
を
確
認
し

た
次
第
で
す
。  

 

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は

心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
あ
げ
る
と
同
時
に
、
一

日
も
早
く
復
興
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
と
同
時
に
、
私
た
ち

が
今
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

  

今
年
の
千
支
は
甲
辰
で
す
。

古
い
殻
を
破
り
、
新
た
な
始
ま

り
や
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
消
防
団
一
同
、
龍
が
空
を
昇

る
が
ご
と
く
、
力
強
く
地
域
の

み
な
さ
ま
の
安
全
・
安
心
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

令
和
６
年
が
葛
飾
区
地
域
の

み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
、

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
致
し
ま
し
て
、
私
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
本
田
消
防
団
団
長  

 
 
 
 
 
 

古
沢
良
司
） 

団
員
一
同
の
凛
と
し
た
御
姿
に 

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
に 

  

こ
の
た
び
は
、
団
歴
40
年
の
家

族
功
労
賞
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 
 

30
年
、
40
年
と
２
度
も
賜
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
で
す
。

こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
周
り

の
み
な
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
み
な
さ

ま
の
日
々
の
積
み
重
ね
に
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
始
式
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
団
員
の
み
な

さ
ま
の
凛
と
し
た
御
姿
に
感
動
し
、

私
も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し

た
。 

 

今
年
は
、
災
害
に
始
ま
り
ま
し

た
。
地
域
を
守
る
活
動
を
が
ん

ば
っ
て
い
る
、
本
田
消
防
署
、
本

田
消
防
団
の
益
々
の
御
発
展
と
御

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
第
８
分
団
分
団
長 

矢
島
和
夫       

        

令
夫
人 

矢
島 

優
子
） 
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【
消
防
総
監
賞
】 

優
良
表
彰
・
竿
頭
綬 

本
田
消
防
団 

 

功
績
表
彰
団
員
（
６
名
） 

横
井 

崇 
 
 

第
１
分
団 

副
分
団
長 

行
木 

秀
仁 

 

第
３
分
団 

副
分
団
長 

遠
山 
正
行 

 

第
３
分
団 

副
分
団
長 

上
林 
好
昭 

 

第
５
分
団 

分
団
長 

 

荻
原 

均 
 
 

第
13
分
団 

副
分
団
長 

市
村 

收 
 
 

第
15
分
団 

副
分
団
長

 
 

 

優
良
表
彰
団
員
（
18
名
） 

朝
倉 

達
也 

 

第
１
分
団 

団
員 

 

渡
部 

和
史 

 

第
２
分
団 
部
長 

 

畠
山 

直
哉 

 

第
３
分
団 
団
員 

 

村
松 

敏
子 

 

第
４
分
団 

部
長 

 

鎌
田 

大
介 

 

第
５
分
団 

部
長 

 

田
中 

稔
輝 

 

第
６
分
団 

班
長 

 

大
場 

繁
治 

 

第
７
分
団 

団
員 

 

井
澤 

秀
和 

 

第
８
分
団 

団
員 

 

大
槻 

啓
子 

 

第
９
分
団 

班
長 

 

新
村 

岳 
 
 

第
10
分
団 

部
長 

 

田
上 

満
照 

 

第
10
分
団 

団
員 

 

野
上 

純
子 

 

第
11
分
団 

団
員 

 

増
田 

多
美
子 

第
12
分
団 

班
長 

 

原
田 

麻
美 

 

第
13
分
団 

団
員 

 

渡
邊 

信
之 

 

第
14
分
団 

部
長 

 

山
根 

順
子 

 

第
14
分
団 

班
長 

 

中
里 

友
則 

 

第
15
分
団 

班
長 

 

竹
田 

陽
子 

 

第
16
分
団 

団
員 

 
 

救
命
講
習
指
導
功
労
団
員
（
10
名
） 

平
間 

里
美 
 

第
１
分
団 

副
分
団
長 

鈴
木 

智
美 

 

第
２
分
団 

部
長 

 
 

  

眞
田 

令
子 

 

第
６
分
団 

部
長 

      

乾 
 

紀
子 

 

第
６
分
団 

部
長 

 
 

 

竹
内 

典
男 

 

第
７
分
団 

部
長 

 
 
 

 

窪
木 

秀
子 

 

第
７
分
団 

団
員 

 
 
 

 

宮
下 

弘
子 

 

第
８
分
団 

班
長 

 
 

伊
藤 

美
恵
子 

第
９
分
団 

団
員 

 

青
木 

ふ
じ
江 

第
16
分
団 

副
分
団
長 

山
森 

弘
次 

 

第
16
分
団 

班
長 

 

【
防
災
部
長
賞
】 

救
命
講
習
指
導
功
労
団
員
（
３
名
） 

山
岡 

育
代 

 

第
３
分
団 

班
長 

 

相
内 

一
路 

 

第
13
分
団 

部
長 

 

宮
野 

孝
江 

 

第
16
分
団 

団
員 

 
 

 

【
第
七
消
防
方
面
本
部
長
賞
】 

救
命
講
習
指
導
功
労
団
員
（
４
名
） 

稲
葉 

貫
太 

 

第
１
分
団 

団
員 

 

伊
藤 

よ
し
え 

第
３
分
団 

団
員 

 

浅
野 

貴
美
子 

第
４
分
団 

部
長 

 

椎
野 

栄
子 

 

第
５
分
団 

副
分
団
長

 
 

入
団
促
進
功
労
団
員
（
１
名
） 

金
井 

進
一 

 

第
11
分
団 

団
員 

 
 

 
 

【
本
田
消
防
署
長
賞
】 

最
優
秀
分
団 

 
 

 

第
12
分
団 

優
秀
分
団 

 
 

 

第
２
分
団 

 
第
６
分
団 

優
良
分
団 

 
 

 

第
４
分
団 

 

第
７
分
団 

 

第
16
分
団 

 

優
良
団
員
（
８
名
） 

大
門 

美
恵 

 

第
１
分
団 

団
員 

 

長
島 

弘
子 

 

第
２
分
団 

班
長 

 

須
釜 

亮 
 

 

第
５
分
団 
団
員 

 

大
竹 

侑
稀 

 

第
６
分
団 
団
員 

 

本
田 

哲
宏 

 

第
10
分
団 

団
員 

 

阿
部 

克
美 

 

第
11
分
団 

団
員 

 

栗
山 

寿
敬 

 

第
12
分
団 

団
員 

 

宮
野 

孝
江 

 

第
16
分
団 

団
員 

 
 

救
命
講
習
指
導
功
労
団
員
（
３
名
） 

渡
部 

和
史 

 

第
２
分
団 

部
長 

 

梅
田 

信
昭 

 

第
３
分
団 

団
員 

 

本
田 

哲
宏 

 

第
10
分
団 

団
員 

 
 

入
団
促
進
功
労
団
員
（
２
名
） 

平
野 

義
明 

 

団
本
部 

副
団
長 

 

井
岡 

進 
 

 

第
７
分
団 

副
分
団
長

 
 

  

【
葛
飾
区
長
賞
】 

優
良
団
員
（
15
名
） 

武
田 

晋 

第
３
分
団 

団
員 

 

古
川 

学 

第
４
分
団 

団
員 

 

飯
塚 

彰
子 

第
４
分
団 

団
員 

 

清
水 

和
紀 

第
５
分
団 

団
員 

 

櫻
田 

亜
夢
美 

第
６
分
団 

団
員 

 

山
口 

隆
也 

第
６
分
団 

団
員 

 

榎 
 

壮
一
郎 

第
９
分
団 

団
員 

 

髙
瀬 

絵
里
衣 

第
11
分
団 

団
員 

 

遠
見 

直
紀 

第
12
分
団 

班
長 

 

髙
橋 

力 

第
13
分
団 

団
員 

 

中
西 

海
仁 

第
13
分
団 

団
員 

 

澤
野 

英
道 

第
14
分
団 

団
員 

 

平
良 

翔
太 

第
15
分
団 

団
員 

 

古
晒 

貴
光 

第
16
分
団 

団
員 

 

田
村 

政
志 

第
16
分
団 

団
員 

 
 

【
葛
飾
区
議
会
議
長
賞
】 

最
優
秀
分
団 

 
 

 

第
12
分
団 

 

【
消
防
総
監
感
謝
状
】 

団
歴
40
年
以
上
の
ご
家
族
（
１
名
） 

第
８
分
団 

分
団
長 

 

矢
島 

和
夫 

 
 
 
 
 
 

令
夫
人 

 

矢
島 

優
子
様

 
 

 
 

【
本
田
消
防
署
長
・
本
田
消
防
団
長
感
謝
状
】

（
連
名
） 

団
歴
30
年
以
上
の
ご
家
族
（
７
名
） 

団
本
部 

 

副
団
長 

 

平
野 

義
明 

 
 
 
 
 

令
夫
人 

 

平
野 

業
子
様 

第
４
分
団 

副
分
団
長 

伊
藤 

嘉
里 

 
 
 
 
 
 

御
夫
君 

 

伊
藤 

淳
一
様 

第
６
分
団 

分
団
長 

 

中
村 

正
則 

 
 
 
 
 
 

令
夫
人 

 

中
村 

邦
子
様 

第
６
分
団 

副
分
団
長 

茂
木 

常
行 

 
 
 
 
 
 

令
夫
人 

 

茂
木 

理
枝
様 

第
６
分
団 
副
分
団
長 

佐
藤 

裕
介 

 
 
 
 
 
 

令
夫
人 

 

佐
藤 

文
子
様 

第
７
分
団 

班
長 

 
 

伊
藤 

雅
良 

 
 
 
 
 
 

御
令
妹 

 

伊
藤 

慶
子
様 

第
16
分
団 

部
長 

 
 

手
島 

由
紀
子 

 
 
 
 
 

御
夫
君 

 
手
島 

富
雄
様 

 

【
本
田
消
防
団
長
賞
】 

優
良
団
員
（
14
名
） 

金 
 

宇
琦 

第
５
分
団 

団
員  

上
林 

弘
幸 

第
５
分
団 

団
員  

関
根 

弘
典 

第
６
分
団 

団
員  

中
村 

将
吾 

第
６
分
団 

団
員  

宇
田
川 

幸
則 

第
９
分
団 

団
員  

金
井 

進
一 

第
11
分
団 

団
員  

中
松 

圭 

第
11
分
団 

団
員  

平
光 

ゆ
き
み 

第
12
分
団 

団
員  

茂
木 

年
男 

第
12
分
団 

団
員  

井
出 

碧
惟 

第
13
分
団 

団
員  

石
川 

聖 

第
13
分
団 

団
員  

長
﨑 

淳 

第
14
分
団 

団
員  

加
藤 

一
章 

第
14
分
団 

団
員  

渡
邉 

正
紀 

第
16
分
団 

団
員  

 

入
団
促
進
功
労
団
員
（
11
名
） 

阿
久
根 

幸
祐 

第
３
分
団 

団
員  

望
月 

雅
人 

第
４
分
団 

分
団
長 

岩
﨑 

新
一
郎 

第
４
分
団 

副
分
団
長

須
釜 

亮 

第
５
分
団 

団
員  

百
瀬 

敏
明 

第
６
分
団 

部
長  

田
中 

稔
輝 

第
６
分
団 

班
長  

野
田 

裕
子 

第
７
分
団 

班
長  

大
槻 

啓
子 

第
９
分
団 

班
長  

茂
木 

年
男 

第
12
分
団 

団
員  

原
田 

麻
美 

第
13
分
団 

団
員  

小
堀 

泰
克 

第
14
分
団 

部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

受賞者一覧 
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待
望
の
積
載
車 

  

令
和
６
年
１
月
28
日
、
『
東
京
消

防
庁
消
防
学
校
』
に
て
開
催
さ
れ
た

「
第
56
期
特
別
区
消
防
団
機
関
科
研

修
」
に
団
員
４
名
で
参
加
し
て
き
ま

し
た
。 

 

研
修
の
前
半
は
座
学
で
し
た
。
私

は
日
ご
ろ
、
第
４
分
団
の
機
関
員
と

し
て
、
分
団
本
部
、
各
地
域
に
配
備

さ
れ
て
い
る
機
材
、
ポ
ン
プ
の
点
検

を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今

回
の
研
修
で
は
、
積
載
車
に
関
し
て

の
点
検
項
目
は
通
常
の
約
２
倍
に
も

及
ぶ
こ
と
や
、
ポ
ン
プ
構
造
、
水
力

学
、
吸
水
原
理
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

座
学
が
終
了
し
た
後
は
、
学
ん
だ

こ
と
を
実
際
に
体
験
す
る
機
会
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
自
分
の
身
を
も
っ

て
学
べ
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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女
性
研
修
へ
の
参
加
で 

技
術
を
磨
き
た
い
思
い
が 

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
ま
っ
た 

 
 

 

令
和
５
年
12
月
16
日
、
消
防
学

校
で
実
施
さ
れ
た
「
女
性
研
修
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
研

修
に
は
、
東
京
都
内
の
女
性
消
防

団
員
数
十
名
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
20
代
で
も
私
よ
り
長
く

経
験
を
積
ん
で
い
る
方
も
い
れ
ば
、

離
島
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
に
仲
間
が
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
大
変
う
れ
し
く
感

じ
た
と
同
時
に
、
自
分
も
そ
の
一

員
と
し
て
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き

た
い
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

研
修
終
了
後
に
は
、
「
消
防
団
員

の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
来
年
は
も
っ
と
活
躍
し
て

い
き
た
い
」
と
の
目
標
を
持
つ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
決
意
を
新
た
に
し
た

矢
先
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
自
分
の
な
か

に
大
き
な
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

地
震
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に
お

い
て
は
、
誰
に
と
っ
て
も
「
明
日

は
我
が
身
」
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

万
が
一
の
事
態
は
い
つ
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

「
備
え
よ
常
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
第
１
分
団
団
員 

大
門 

美
恵
） 

  
 

 

 

今
後
は
ま
ず
、
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
団
員
ら
に
し
っ
か
り
と
伝
え
た

う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
２
月
16
日
に
は
、
待
望
の

積
載
車
が
第
４
分
団
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。  

 

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
安
全
・
安

心
を
目
指
し
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。  

（
第
４
分
団
班
長 

伊
藤 

誠
） 

  

研
修
会
へ
の
出
席
を
通
し
て 

消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
を 

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た 

  

令
和
６
年
２
月
10
日
、
『
江
戸
川
区

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
』
で
お
こ
な
わ
れ

た
「
令
和
５
年
度 

第
７
方
面
支
部
消

防
団
幹
部
研
修
会
」
に
出
席
し
ま
し
た
。  

 

研
修
会
で
は
、
講
師
と
し
て
日
本
の

み
な
ら
ず
海
外
で
も
輝
か
し
い
救
助
の

経
歴
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
、
元
東
京
消

防
庁 

吉
樂
隆
男
講
師
に
よ
る
講
義
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。  

 

演
題
は
、
「
自
然
災
害
に
備
え
る
、

人
に
寄
り
添
う
消
防
の
心
意
気
」
で
す
。

吉
樂
講
師
の
豊
か
な
経
験
か
ら
発
せ
ら

れ
る
一
句
一
句
が
自
分
の
心
に
響
き
ま

し
た
。 

私
に
は
十
分
す
ぎ
る
内
容
で
、

こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
を
お
こ
な
う

に
あ
た
っ
て
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
こ

と
は
確
か
で
す
。 

（
第
13
分
団
部
長 

相
内 

一
路
） 

特
別
区
消
防
団
員
の
地
域
防
災
力
向
上
の

た
め
の
特
別
研
修 

  
令
和
５
年
11
月
、
令
和
６
年
２
月
に
、

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
節
目
に
、

都
市
部
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し
た
、
阪

神
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
神
戸
に
研
修
へ

行
き
ま
し
た
。 

 

本
田
消
防
団
か
ら
は
、
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

最
初
の
目
的
地
は
「
神
戸
港
震
災
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
。
続
い
て
阪
神
に
向

か
っ
て
、
淡
路
大
震
災
災
慰
霊
と
復
興
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
、
「
北
淡
震
災
記
念
公
園
」
に

て
、
元
地
元
消
防
団
員
の
話
を
聞
き
、
そ

の
後
、
地
震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
道
路

や
、
地
震
断
層
が
横
切
る
民
家
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
研
修
を
通
し
て
、 

①
備
え
や
訓
練
を
含
め
た
、
消
防
団
員
と

し
て
の
防
災
意
識
の
重
要
さ 

②
近
隣
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性 

③
家
屋
の
耐
震
、
住
民
へ
の
情
報
伝
達
方

法
の
確
立
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り 

④
災
害
後
の
心
の
ケ
ア
の
重
要
性 

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
本
田
消
防
団
副
団
長 

石
井 

義
則
） 
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救
命
講
習
で
消
防
総
監
賞
を
受
賞 

  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
仕
事
が
忙

し
く
、
活
動
す
る
場
が
少
な
か
っ
た

救
命
講
習
指
導
。
定
年
退
職
後
は
、

で
き
る
だ
け
活
動
の
場
を
広
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
世
界
中

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

苦
し
め
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い

通
り
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
長
い

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
救
命
講
習
会
も
再

開
。
救
命
講
習
の
指
導
員
と
し
て
、

区
内
の
多
く
の
会
場
で
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
結
果
、
消
防
総
監
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

会
場
で
受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

は
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

万
が
一
の
と
き
に
大
切
な
命
が
救
わ

れ
ま
す
。
消
防
団
員
と
し
て
、
そ
の

一
端
を
担
え
た
こ
と
は
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
も
精
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
16
分
団
班
長 

山
森 

弘
次
） 

 

 

令
和
５
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修
に
参
加

し
て 

  

令
和
６
年
2
月
25
日
、
今
に
も
雨
が

降
り
そ
う
な
寒
い
朝
で
し
た
。
７
時
15

分
の
消
防
団
係
員
の
集
合
に
到
着
す
る

と
、
駐
輪
場
、
受
付
担
当
の
女
性
委
員

が
す
で
に
配
置
に
就
い
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
７
時
40
分
に
は
受
付
も
終
わ
っ

て
乗
車
が
始
ま
り
、
２
台
の
バ
ス
で
本

田
消
防
署
を
出
発
。
午
前
中
は
阪
神
淡

路
大
震
災
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
、
震

災
時
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
の
研
修

で
、
１
号
車
は
佐
藤
係
長
、
２
号
車
は

菊
池
統
括
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

海
ホ
タ
ル
Ｐ
Ａ
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
雨

が
降
り
出
し
ま
し
た
が
、
途
中
、
「
は

ち
み
つ
工
房
」
を
見
学
す
る
な
ど
し
て
、

大
橋
署
長
の
講
評
で
研
修
を
終
了
し
ま

し
た
。
12
時
、
「
ザ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

で
楽
し
い
昼
食
、
買
い
物
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
14
時
に
は
道
の
駅
お
お
つ

の
里
「
花
倶
楽
部
」
で
花
摘
み
を
楽
し

み
ま
し
た
。
17
時
に
は
無
事
故
で
署
に

到
着
。
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
署

の
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
女
性
委
員
長 

倉
持 

恒
夫
） 

 

『
地
域
感
謝
の
集
い
』
に
て 

消
防
団
員
募
集
活
動
を
実
施 

  

令
和
６
年
２
月
23
日
、
『
四
ツ
木

斎
場
』
に
て
「
東
京
博
善
株
式
会

社
」
が
主
催
し
た
『
地
域
感
謝
の
集

い
』
に
お
い
て
、
消
防
団
員
募
集
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
寒
い

天
候
の
中
、
多
数
の
方
々
が
ご
来
場

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
募
集
活
動
に
お
い
て
は
、

ご
来
場
さ
れ
た
方
々
に
お
声
が
け
を

し
て
、
「
消
防
団
員
募
集
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
中
に
は
、
「
女
性
で
も
消
防
団

活
動
は
で
き
る
の
？
」
な
ど
興
味
を

示
さ
れ
た
方
も
お
り
、
非
常
に
手
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
消
防
団
と
し
て
の
在
り
方

や
、
地
域
防
災
へ
の
大
切
さ
な
ど
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
回
も
募
集
活
動
を
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

（
募
集
委
員 

髙
橋 

良
子) 

女
性
消
防
団
員
研
修
に
参
加
し
て  
   

２
月
26
日
、
女
性
消
防
団
員
研
修
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
参
加
し
た
の
は
私

一
人
で
し
た
。 

 

朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午
前
中

は
バ
ス
の
中
で
阪
神
淡
路
大
震
災
概
要
説
明
と

震
災
時
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
の
研
修
内
容

を
佐
藤
係
長
さ
ん
か
ら
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年

の
１
月
１
日
の
能
半
島
地
震
を
テ
レ
ビ
で
消
防

団
員
の
活
動
を
見
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。  

 

広
報
誌
の
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
に
初
版
か
ら
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
原
稿
は

初
め
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

（
本
田
消
防
団
Ｏ
Ｂ
会 

島
村 

多
佳
子
）  


